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備えることの大切さ 

 

ハロウィーンの時期に韓国の梨泰院で起こった群衆事故は、皆さん記憶に新しいと思います。多くの方が

犠牲となった痛ましい事故でした。 

ニュース等で報道される事故現場の光景は衝撃的なものでしたが、同時に印象に残ったことがあります。

それは、ハロウィーンの仮装をした一般の方々が、警察官や救急隊、医療従事者と思われる方々と共に、被

害に遭われた方に心臓マッサージを行っている光景です。多くの方が心臓マッサージを受けている光景は事

故の恐ろしさを感じましたが、その一方で、一般の方が即座に救命措置を実践できているということに対して

驚きつつも感銘を受けました。そして、自分があの場にいたら・・・ということを想像し、当時、事故現場で救命

措置を行った一般の方々と同じような行動が果たして取れるのだろうか？ということもふと考えました。 

この事故の後、韓国では救命救急の講習会参加への問い合わせが5倍に増えたそうです。男性は兵役制

度があるため、心肺蘇生法について学ぶ機会があるそうですが、女性は機会がなかなかないことから、女性

の参加者が多いということが講師のインタビューで語られていました。「大きな事故があった時に備えて」、

「小さな子どもがいるので」など、講習参加を決めた理由をインタビューで答える参加者の姿がありました。 

日本でもハロウィーン時期になると、人の多さがメディアで取り上げられ、特に渋谷のスクランブル交差点

は有名です。そして、人の多さと共に度々話題になるのは、DJポリスと呼ばれる警察官の方々です。警察官

の方々の的確な誘導と丁寧な声掛けにより、大きな事故や混乱もなく、楽しい時間が過ごせるのだと思いま

す。また、梨泰院の事故が報道された頃、インターネットで、ある花火大会の動画を目にしました。花火大会

が終了後、駅に帰宅する人が殺到し、駅員や警備のボランティアの方が大きな声で注意を呼び掛けている

様子を撮った動画です。注意を呼び掛ける口調が強いなど、対応に賛否両論あったという意見も見かけまし

たが、当時は大きな事故に繋がりかねない状況で危機感を感じた方もいたようでした。注意を呼び掛けてい

た方は、ある警備会社の社長さんだったそうですが、“事故が起こらないように”、“誰もケガをせず安全に帰

宅できるように”という思いから、強い口調で注意を呼び掛けたのだと思いますし、警備のプロがそうやって注

意を促さなければならないくらい危険な状態だったことも想像できます。 

 先のことを考えすぎたり、“こうなるかもしれない・・・”と不安になりすぎると、心身に影響が出たり、行動する

ことを躊躇するなどの状態になることがあります。しかし、今回の事故や関連する報道を見ていて、ある程度

予測をして動くことや、備えておくことの大切さを改めて感じています。 

備えることで守られる命もあるからです。 

  

                                                    相談員 笹川 裕美 
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一口メモ 

「緑の木々が見える 赤いバラも 咲いているんだ 僕と君のために そしてひとり思う  

なんて素晴らしい世界なんだ 青い空が見える そして白い雲も 輝き祝福された日  

暗く神聖な夜 そしてひとり思う なんて素晴らしい世界なんだ」 

（ルイ・アームストロング『この素晴らしき世界』より）                                           

（ 紹介者 ： 相談員 石井 洋平 ） 



 

■相談内容について■ 
 当相談センターでは、相談者の個人情報の保護に万全の態勢で取り組んでいます。 

  ※当相談センターでは、たとえば、次のようなことでお困りの方のご相談に応じています。 

   ・自分自身に関すること   ・対人関係に関すること   ・家族に関すること 

   ・お子さんに関すること（発達に関して気になること、不登校等、学校のことなど） 

   ・その他 

  ※相談内容によっては、より適切と思われる相談機関などをご紹介することがあります。 

  ※相談についての秘密は厳守いたします。 

 

 

 

■心理臨床相談センターマップ■ 

 

〒８９５－００１１ 

鹿児島県薩摩川内市天辰町２３６５番地 

鹿児島純心女子大学 サンタマリア館 
http://www.k-junshin.ac.jp/graduate/ 

consultation.html 

 

※2023年 4月より校名変更、 

男女共学となります。 

 

 

     
 

 

＊アクセス＊ 
◇JR九州新幹線／肥薩おれんじ鉄道／鹿児島本線 

 ・新幹線（鹿児島中央～川内 約 12分） 川内駅下車 

◇いわさきバスネットワーク 

 平日と日曜祝日は運行時刻が異なります。 

本学ホームページその他をご参照ください。 

（1）路線バス 

 川内駅西口「川内駅前」バス停から「純心女子大学」行き 約 10 分 

（2）高速バスせんだい号 

 鹿児島（鹿児島中央駅・鹿児島駅）～鹿児島純心女子大学 約 60 分 

◇南九州西回り自動車道（高速） 

 鹿児島 IC～薩摩川内都 IC 約 50分 

 ※市来 IC～薩摩川内都 ICの区間は通行料無料 


